
1. は じ め に

前報 1)においては，竹川家の掛時計他 5点の自
動割駒式文字盤和時計並びに近藤勝之氏所蔵の掛
時計他2点の自動伸縮指針円グラフ式掛時計など
計9点の不定時法自動表示機構を持つ和時計につ

いて機構の概要と年周動作（1年の算定日数）を
比較した．その際，ロックフォード市旧時計博物
館の八角型卓上時計については，写真等の情報が
不十分だったため，年周歯車の歯数が 72か 73の
どちらが採用されているか判断できなかった．
2006年7月，著者の一人である岡田は同卓上時計
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の入手に成功した 2)．著者らは，同卓上時計の分
解調査を実施し，今回解明に成功した切り込み楕
円板と放射状割駒駆動腕方式の自動割駒式文字盤
機構の原理と同機構の持つ幾何学的誤差について
検討したので，それらの結果について報告する．

2. 八角型卓上時計について

今回岡田が入手した卓上時計は，三宅正利銘の
真鍮製高さ 7.4 cm，直径8.0 cmの，和時計として
は珍しい八角型自動割駒式文字盤卓上時計で，合
衆国イリノイ州ロックフォード市にあった旧時計

博物館が所蔵していたものである（写真1, 2）．
1）三宅正利銘八角型卓上時計の分解調査
分解調査は，2007年 5月 9日に，加藤，岡田，
佐々木の三者によって行った（写真3, 4）．自動割
駒式文字盤機構部分の分解において，中心軸から
年周カム歯車ケースの取り外しが困難であったが，
無銘八角型卓上時計と同様に中心軸に差し込まれ
た固定ピンの取り外しに成功し，切り込み楕円板
と割駒駆動腕の分解まで行うことができた（写真
5, 6, 7, 8）．しかし，年周歯車を納めたケースにつ
いては製作当初かあるいは修理時に行われた蝋付
け（銀蝋）のために蓋を開けることができなかっ
た（写真9）．割駒を駆動する対になった放射状腕
機構は無銘のものと比較して工作精度がよく保存
状態も良かった．今回の分解調査の主な目的は，
年周歯車の歯数と年周カムの形状の確認である．
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写真1．三宅正利銘八角型卓上時計

写真2．三宅正利の銘

写真3．分解調査

写真4．時計機械（小型枕時計様の機械）



年周歯車の歯数については，歯車ケースに開けら
れた動作確認用の小穴から中に納められている歯
車の歯を僅かに覗くことができるだけであり，カ
ム溝の形状についても年周動作作動用の突起が差
し込まれる長方形の穴から部分的に観察できるだ
けである．
小穴から注意深く観察すると，幸い年周歯車の
歯の2箇所にタガネで付けた印を確認することが
できた．これを目印にして駆動歯車で年周歯車を
一歯ずつ送り歯数を数えた結果，歯数73を確認し
た．確認は佐々木が2回行い，岡田がこれを追認

した．これによって同八角型卓上時計の自動割駒
機構が，1年を365日として設計されていたことが
解った．
なお年周カムの形状の確認は，年周歯車の節気
目盛りを目安に15度づつ送りながら各節気毎に計
12回の写真撮影を行い，これをコンピュータ画面
上で重ね合わせて行った．その結果，確認できた
カム溝の形状は竹川家の岩野忠之銘掛時計 3)の離
心円近似ではなく，スイス時計学会誌掲載枕時
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写真5．割駒式文字盤

写真6．自動割駒機構の歯車輪列

写真7．スリット楕円板と対駆動腕

写真8．対駆動腕（駆動腕突起が同一円周上に
ある）



計 4)や無銘八角型卓上時計 5)などと同様の年周カ
ム特有の曲線であることが解った（図1）．

2）三宅正利銘八角型卓上時計と無銘八角型卓
上時計の比較

分解調査に伴って行った写真撮影，データの計
測などを基に八角型卓上時計の比較検討を行っ
た．比較を行った和時計は，三宅正利銘八角型卓
上時計，無銘八角型卓上時計（写真10, 11, 12, 13）
の他，参考のため加えた国立科学博物館高林コレ
クションの八角型卓上時計（写真 14, 15）の 3台
である．

3台の八角型卓上時計は，時計全体，大きさ，
透かし彫りの意匠，さらには機械のレイアウトな
ど，著しい共通性が認められる．以下，それらの
八角型卓上時計を比較する．
大きさにおいてそれらを比較すると，一見高さ
に不揃いがあるように見える．しかしこれは，4

本ある脚の高さとガラス製風防の高さによるもの
であり，特に高林コレクションの八角型卓上時計
を除く 2台については，表 1の高さの括弧内に示
したように時計機械地板の地板と天板の間隔がい
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写真9．年周歯車ケース（小穴から年周歯車の
歯を覗くことができ，長方形の開口部に年
周カムの一部が観察できる）

図1．三宅正利銘八角型卓上時計の年周カム曲
線

写真10．無銘八角型卓上時計

写真11．時計機械（広東時計の部品を流用）



ずれも31 mm，八角の一辺がいずれも73 mmであ
り，ほぼ同じ大きさであることが判る．
透かし彫りは時打ちの鐘の音を外へ導くため設
けられたものであるが，その意匠は三者に顕著な
類似性が見られる．時計機械については，高林コ
レクションは小型広東時計の時計機械を使用した
いわゆる和前方式 6)の和時計で，無銘の卓上時計
の時計機械は香箱など広東時計の部品を流用した
ものである．これに対して，三宅正利銘の時計機
械は，丁寧に作られた枕時計様の機械で，優れた
職人技の完成度の高い和時計との印象を受ける．
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写真12．対駆動腕（駆動腕突起の位置に注意）

写真14．高林コレクション八角型卓上時計

写真13．同卓上時計の年周歯車及び年周カム

表1．八角型卓上時計の比較

和 時 計 高　さ 奥　行 時計機械 自動割駒
(mm) (mm) 式文字盤 事　　項

三宅正利銘 *自動割駒機構の設計が一貫

自動割駒式文字盤 62(31) 73 
三宅正利 有 し，細部まで手の行き届いた

八角型卓上時計 （日本製） 秀作．
*時計機械は枕時計風

無銘 *自動割駒機構の細工など各所

自動割駒式文字盤 70(31) 73
広東時計を 有 に試行錯誤の跡．完成度が低

八角型卓上時計 一部流用 い．
*番箱など広東時計の部品を
｠流用

高林コレクション
*ケースなど工作が不良割駒式文字盤 60(?) 74 広東時計 無
*和前広東時計八角型卓上時計

注）高さにおける（ ）内の数値はケースの地板と天板との間隔である．これから三宅正利銘と無銘の
2台の自動割駒式文字盤八角型卓上時計の大きさが一致していることが明らかとなる．



無銘および三宅正利銘の八角型卓上時計の自動
割駒式文字盤については，文字盤の直径，厚みに
おいては若干の差が見受けられるが，年周カムの
大きさ，楕円板や駆動腕など機構の細部まで設計
思想の共通性が感じられる．以上のことから，こ
れら3台の八角型卓上時計は同一の作者，即ち三
宅正利作である可能性が十分高いと考えられる．

3. 放射型駆動腕方式の自動割駒機構の原理

ここでは，岩野忠之銘掛時計や三宅正利銘八角
型卓上時計などに採用されている放射駆動腕方式
の自動割駒機構について考察する．

1) 自動割駒機構の概要
自動割駒機構は大きく分けて，一年一往復の動
作を実現する年周カム，往復運動を各々の割駒に
伝えるスリット状の切り込みを持つ惰円板，さら
に放射状の駆動腕で構成される．
年周カムは，年周歯車円盤上に彫られた離心円
ないしはハート型の溝が役割を果している．楕円
板には年周カム溝に入る突起があり，放射状のス
リットが切り込まれている．以後，この楕円板を
スリット楕円板と呼ぶことにする．また，割駒を
駆動する放射型駆動腕は，「六つ7)」だけは独立で
動くが，「六つ」を挟む前後対称の時刻，例えば
「七つ半」と「六つ半」，「七つ」と「五つ」のよ
うな時刻の駆動腕は，文字盤裏の同心円型の溝に
入って動く弧状の金属片で連結され，一対として
動く．以後，このような駆動腕を対駆動腕と呼ぶ
ことにする．
ここで，楕円板の年周動作によってスリットが
平行移動すると，スリットとスリットに入った突

起がカムとして働いて駆動腕を作動させる．さら
に，各々の駆動腕は同心円溝によって強制的に円
運動するので，その結果駆動腕の先端に取り付け
られた割駒は自動的に季節に応じた時刻の位置に
移動する（写真7，8を参照）．これが，岩野忠之，
三宅正利らの自動割駒式文字盤機構の原理であ
る．
自動割駒機構が正しく作動するかどうかは，年
周歯車上に彫られたカム溝，即ち年周カムの形と，
スリット楕円板と放射型駆動腕の連結の役割を果
たす直線運動を円運動に変換する一種のカム機構
の成否にかかっていると考えられる．

2) 年周カムの曲線
ここでは年周カムのカム溝の形状について検討
する．
年周カムの機構は，一年に一回転する年周歯車
上のカム溝の中にスリット楕円板の突起が入り，
楕円板を一年に一往復させるものである．即ちカ
ム溝の形状は，夏至と冬至の間の往復運動を目的
に描かれたもので，その曲線は極座標を用いて次
式で示すことができる．

.............(1)

ここで，a, bは，それぞれ年周歯車円盤に彫ら
れた冬至，夏至におけるカム溝の中心距離（円盤
の中心とカム溝の距離）であり，qは冬至を原点

r a b a( ) ( )( cos )θ θ� � � �
1

2
1
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図2．余弦型年周カム曲線例

写真15．時計機械（広東時計機械）



とする太陽の年周角で，太陽黄経から270°を引い
た角度である．
こうして得られた年周カム溝の曲線の例を図2

に示す．このような形状の年周カムを余弦型年周
カムと呼ぶことにする．これから，無銘八角型卓
上時計，三宅正利銘八角卓上時計，スイス時計学
会誌掲載枕時計の3例については，その形状から
判断してこの余弦型年周カムが採用されていると
考えられる．
これに対して岩野忠之銘掛時計については，写
真から年周カムには離心円が採用されているよう
に判断できる 8)．離心円の場合の方程式を次式に
示す．

.......................................(2)

岩野忠之銘の年周カムの写真から相対値として
a, bの値を読み取り，離心円型年周カム曲線を計
算した．この値と余弦型年周カム曲線との誤差は
最大で3%程度で大きくはないが，太陽黄経では
約7ﾟとなり，春分，秋分の頃に2分の1節気，約
7日のずれが生ずることになる（図3）．

3) 対駆動腕の考え方
割駒式文字盤においては，子（「夜九つ」）の割
駒に対する午（「昼九つ」）の割駒は180度の位置
に固定される．このとき午から計った「六つ」の
角度をxとすれば，昼の半時毎の角度aはx/6，夜
の半時毎の角度 bは (180�x)/6となる．これを用
いて「六つ」を挟む対になった割駒のなす角を計

算することができる．例えば，「七つ半」と「六
つ半」のなす角は次式で計算することができる．

一定.........(3)

同様に「七つ」と「五つ」のなす角はその2倍
の60度，「八つ半」と「五つ半」は90度，「八つ」
と「四つ」は120度，さらに，「九つ半」と「四つ
半」は 150度となり，いずれも xの値に関係なく
一定となる（図4）．以上のことから，対駆動腕に
よって割駒を駆動する方法が，原理的に矛盾のな
い理に適ったものであることが判る．

4) スリット楕円板と割駒駆動腕の関係
次に，自動割駒機構の原理に基づき，スリット
楕円板のスリットとスリットに入る駆動腕突起の
配置について検討する．スリットの形状は楕円板
の年周動作による移動距離，スリットの位置と角
度，これに対応する駆動腕突起の位置によって決
まる．はじめに，楕円板の年周動作の移動距離と
各時刻に対応する割駒の作動範囲を定め，スリッ

x x

6

180

6

180

6
30�

�
� � ( )°

r b a b a ab( ) ( ) cos ( ) cosθ θ θ� � � � � �
1

2
42 2⎧⎨⎩

⎫⎬⎭
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図4．対駆動腕の原理

図3．離心円で代用した年周カム曲線 図5．自動割駒駆動原理図



トの角度かまたは駆動腕突起の位置（駆動腕突起
の動く円の半径）のどちらかを設定すれば形状が
決定できる．
三宅正利銘の八角型卓上時計については，写真
から駆動腕突起がほぼ同一円周上に位置している
ことに着目し（写真8を参照），これから推定した
駆動腕突起の動く円の半径と楕円板の年周動作に
よる移動距離をもとに，各割駒を駆動するスリッ
トの方向を作図から求めた（図6）．それにもとづ
いて作図した楕円板の形状を図7のaに示す．
無銘の八角型卓上時計，岩野忠之銘掛時計，さ
らにスイス時計学会誌の枕時計についての作図例
を図8，図9に示す．比較のために，スリットの方

向を最も誤差の少ないと期待される春分，秋分の
割駒の方向とした場合について，駆動腕突起の動
く円の半径を作図から求めた（図10）．それに基
づいて作図したスリット楕円板の形状を図 7の b

に示す．
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図6．駆動腕突起の位置が同一円周上にある場
合（三宅正利銘）のスリットの作図

図 7．スリット楕円板例（左：三宅正利銘，
右：割駒誤差角最小）

表2．不定時法の各時刻における時刻角（°）

不定時法時刻 冬至 春分・秋分 夏至

夜九つ 0.00 0.00 0.00
四つ半・九つ半 16.64 13.58 10.52
四つ・八つ 33.29 27.17 21.05
五つ半・八つ半 49.93 40.75 31.57
七つ・五つ 66.57 54.33 42.09
七つ半・六つ半 83.22 67.92 52.62
明六つ・暮六つ 99.86 81.50 63.14
六つ半・七つ半 113.22 97.92 82.62
五つ・七つ 126.57 114.33 102.09
五つ半・八つ半 139.93 130.75 121.57
四つ・八つ 153.29 147.17 141.05
四つ半・九つ半 166.64 163.58 160.52
昼九つ 180.00 180.00 180.00

図8．無銘八角型卓上時計のスリットの作図

図9．岩野忠之銘掛時計のスリットの作図



なお，作図の前提とした江戸時代の不定時法の
時刻は，寛政暦において使われた「明け六つ」，
「暮れ六つ」の定義 9)に従って昼，夜を 6等分し，
各々の時刻角 xを計算した．不定時法の各時刻に
おける冬至・春分・秋分・夏至の時刻角を表2に
示す．

4. 自動割駒機構の幾何学的誤差と
各自動割駒機構の特徴

スリット楕円板と割駒駆動腕方式の自動割駒機
構において，楕円板は年周動作に伴って直線運動
を行う．この際にスリットはある角度を保ったま
ま直線的に移動（平行運動）し，それはスリット
に入った駆動腕突起を介して割駒駆動腕の移動
（円弧運動）に変換される．本来円弧運動である
べき所を直線運動で近似することになるためこの
変換には原理的に避けることのできない幾何学的
誤差を含むことになる．ここでは，その誤差を前
項の2例について計算し，その程度を評価するこ
とにする．

1) 直線運動と円運動の幾何学的誤差
先ず，単純化するため駆動腕突起の運動する円
として単位円を想定する．次に，駆動腕突起の夏
至側の端点を x軸上に取りこれを a(1, 0)，冬至側
の端点を単位円上の割駒の移動幅（中心角）に相
当する角度qの位置に取って b(cos q , sin q)とする
（図11）．楕円板が年周動作を行う際に，スリット
の直線は弦ab上の節気に対応する位置，即ち点p

で交差することになる．この時，正しい割駒及び
駆動腕突起の位置は，中心 oと点 pを結んだ延長
線上に存在する．点pの座標 (xi, yi) は次の式で求
めることができる．すなわち，

......(4)

次に，スリットを示す直線としてpを通り弦ab

と角fをなす直線を画くと，その方程式は次式で
表される．

..............(5)

一方，駆動腕突起は半径1の円弧上を移動する
ので，方程式は次式で表わされる．すなわち，

x2�y2�1................................(6)

ここで，スリット直線と円弧の交点を求めれば
割駒の位置が定まるので，それぞれの方程式を連
立させて交点 q(xj, yj) を求め，yjの値の sinの逆関
数をとって交点の中心角q jを求めることができる．
ここでq jは自動機構によって決まるある節気の割
駒の位置を示す．これに対して，正しい割駒の位
置q iは，次式で弧abを分割して求める．

......................(7)

自動機構の割駒の位置角q jおよび正しい割駒の
位置角q iを計算し，両者の差を取ることによって
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図10．スリット角f�90°のスリットの作図
図11．幾何学的誤差の原理図



自動割駒の位置角の幾何学的誤差dが求められる．
すなわち，

d�q j�q i................................(8)

なお，誤差の符号は夏至側を負，冬至側を正と
した．

2) 幾何学的誤差の数値計算
これらの手順に従って，各時刻における割駒対
について各節気に対応する自動割駒の幾何学的誤
差dを計算した．実施した計算例は，三宅正利銘
の例にならって駆動腕突起が同一円周上にある場
合と，最も誤差の少ないことが予想される弦abと
放射スリットのなす角jが 90°の場合の 2例であ
る．計算には表計算ソフトのエクセルを用いた．
数値計算の結果をもとに画いた節気（太陽黄経）
―割駒の位置誤差の関係を図12に示す．図中で，
前者の三宅正利銘の例については実線で，f�90°

の場合は点線で示した．三宅正利銘では，「六つ」
が最も誤差が大きく，二十四節気の寒露，啓蟄
（太陽黄経195°，345°）付近で最大�1.137°の誤差
があることが判った，この誤差は「六つ」の割駒
の作動範囲36.72°の3.1%であり，これは太陽黄経
の11.3°，日付の約11日に相当する．
誤差は，「六つ」から離れるに従って割駒が移

動する弧が短くなって著しく減少し，「九つ半」・
「四つ半」の対において誤差が最も少なくなる．
「六つ」の場合を除いて誤差が負となっているの
は，「六つ」の場合fが90°より小さく，それ以外
についてはfが90°より大きいからである．なお，
f�90°の場合は前例に比べて誤差は著しく（5分
の 1以下）減少し，特に春分，秋分（太陽黄経
0°，180°）では割駒の位置が中心線に完全に一致
するので誤差が零となり，その前後で誤差の正負
が逆転（冬側で正，夏側で負）することが解る．
これらのことから，割駒の駆動範囲が大きい

「六つ」で誤差角が大きく，「六つ」から離れるに
従って著しく減少すること，fが90°付近では誤差
は少なく，fが90°から離れるに従って割駒の誤差
角が大きくなることが確かめられた．これらの傾
向は，各自動割駒機構の設計の妥当性を評価する
ために有効と考えられる．

3) 各割駒自動機構の特徴
これまでの議論によって明らかにした自動割駒
機構の基本原理に照らし合わせ，スリット角，駆
動腕突起の位置などの特徴を無銘の八角型卓上時
計，三宅正利銘八角卓上時計，スイス時計学会誌
自動割駒式枕時計，さらに岩野忠之銘掛時計につ
いて調べた．
（1）岩野忠之銘掛時計の自動割駒機構：この機
構の特徴は，駆動腕突起の中心距離が「六つ」が
最も小さく，「六つ」から離れるに従って順次増
加し，「九つ半」・「四つ半」で最大となることで
ある．駆動腕突起の中心距離が小さいのは，歯車
やカムの遊びの誤差が増幅する可能性がある．ス
リット楕円板は小判型であるが，他の例のような
柄状の突起はない．これは，掛時計機械として製
作されているので，自動割駒機構が他と比べて大
きく空間にゆとりがあり，楕円板を十分大きくで
きたためと思われる．なお，写真による判断では
年周カム溝を離心円で近似しているとしたが，冬
至と夏至の中心距離，a, bの差がそれ程大きくな
い場合のカム溝の形は，余弦型の特徴が薄れて，
離心円型に近くなると考えられ，もともと余弦型
である可能性も残されている．元資料を直接計測
し直す必要がある．
（2）無銘八角型卓上時計の自動割駒機構：機構
の特徴として，駆動腕突起の中心距離の不規則性
が挙げられる．すなわち，「六つ」における駆動
腕突起の中心距離から，「七つ半」・「六つ半」で
一旦増加し，その後減少に転じている．スリット

10 佐々木勝浩・岡田和夫・加藤　實

図12．太陽黄経（節気）―割駒の誤差角
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楕円板は卵形というより団扇型で，切り込みが深
い「九つ半」・「四つ半」付近で真鍮片によって補
強している．また，年周カム溝や駆動腕などは，
組み立ての際に削って形を修正した跡があり，そ
の他，年周歯車ケースの文字盤側に調整用に窓を
開けるなど試行錯誤らしい痕跡が随所に見られる
（写真12, 13及び表3を参照）．これらのことから，
この八角型卓上時計は試作品の可能性が高いと考
えられる．
（3）三宅正利銘八角型卓上時計の自動割駒機
構：機構の特徴は，駆動腕突起が同一円周上（中
心距離一定）に配置されていることである．この
場合，「六つ」の割駒の位置に誤差が多く発生し，
自動割駒機構の原理的誤差の点から見ると必ずし
も最良の選択ではない．しかし，機構の設計には
一貫性があり，各部品が狭い空間に無駄なく納め
られ，作者の神経が隅々まで行き届いているとい
う印象を受ける．スリット楕円板は，柄の付いた
バランスの良い卵形または楕円形である．楕円板
の深い切り込みの根本部分は，補強する代わりに
中央の穴を残し，中心軸の切り込みに食い込ませ
るようにして対応している．これらのことから，
無銘の八角型卓上時計は三宅正利が試作品として
製作したものであり，その際に獲得したノウハウ
や経験が本作品の製作に十分生かされていたと考
えることができる．
（4）スイス時計学会誌掲載枕時計の自動割駒機
構：本機構は実物で確認できないが，学会誌掲載
の図から判断することができる．図に従えば，他
の3台に対して，この枕時計のスリット楕円板は
上下が逆になっている．原理的には自動割駒機構
は楕円板のスリットの方向に関係なく機能するの
で，そのことには問題はない．しかし，図をよく
調べてみると楕円板を移動するために開けたの中
心軸の穴の位置や楕円板と駆動腕突起の位置関係
などに問題があることが判る．例えば，この楕円
板のスリットと駆動腕突起の関係では，楕円板は
年周カムに示される年周運動を実現できない．
以上の情報を表3にまとめた．なお，対駆動腕
方式ではないが，参考のために三宅正吉銘の単独
駆動腕方式の自動割駒式文字盤枕時計を表に加え
た．

5. 結　　　論

まず，高林コレクションの八角型卓上時計（自

動化された文字盤ではないので表には含まれな
い），無銘の八角型卓上時計，三宅正利銘の八角
型卓上時計の3台については，外観，大きさ，透
かし彫りの意匠など特徴から，作者は同一作者，
即ち三宅正利であることはほぼ間違いがない．時
計機械は，高林と無銘については小型広東時計の
機械を使用ないしは部品を流用したもので，三宅
正利銘については正利自身の作である．特に，無
銘のものは試作品と考えられ，三宅正利銘の八角
型卓上時計では試作における試行錯誤の成果が製
作に十分に生かされたと考えられる．従って，製
作の順序は，高林，無銘，三宅正利銘の順と推定
される．
次に，三宅正吉銘の枕時計の自動割駒機構は，
写真からではあるが，他の機構に見られる対駆動
腕方式ではなく，個々の駆動腕が独立して割駒を
駆動する単独駆動腕方式と判断できる．同枕時計
は，三宅正吉が河内枚方で弘化年間 (1844–1848)

に指輪時計を製作した記録があることから，その
前後に製作されたと推定できる．
対駆動腕方式と単独駆動腕方式は発想に共通性
があるが，発想がより単純な単独駆動腕方式が初
めに三宅正吉によって考案され，続いて昼夜半時
の割駒角度の合計が常に一定（30度）になること
に気付いた三宅正利によって対駆動腕方式が考案
されたと考えるのが自然である．なお，三宅正吉
と三宅正利は3文字まで一致しているところから
親子などの近親関係か師弟関係の可能性が高く，
発想の共通性や，機構の改良が進む条件が整って
いたことが予想される．これらのことから，三宅
正吉銘の枕時計が表 3に掲げた 5台の自動割駒式
文字盤和時計の内で最も古く，対駆動腕方式の考
案は三宅正利であると結論づけることができる．
これに対してスイス時計学会誌掲載の枕時計と
岩野忠之銘の掛時計については，幕末に和時計の
表示機構の最新技術として考案された対駆動腕方
式の技術が伝搬・拡散した例と考えられる．岩野
忠之銘の掛時計は，スリット楕円板や離心円型年
周カム溝などが無理のない洗練された設計である
こと，枕時計や卓上時計などの高級品ではなく，
比較的簡素な作りの振り子式掛時計に適用されて
いることなどから，最も新しいと結論づけること
ができる．
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6. 終わりに

最近，7台目の自動割駒式文字盤和時計の存在
の可能性が出てきた．この時計は高さ十数cm，厚
み5 cm程度の小型の枕時計で，作者は田中久重と
考えられ，厚みから考えて万年時計のような歯車
式の自動割駒機構ではなく，放射型駆動腕方式の
自動割駒機構であると考えられる10,11)．なお，出
典が不確実であるが，三宅正吉の枕時計の噂を聞
いた田中久重が，枚方にこれを見に赴き，製作し
たものとされる 12)．万年時計の自動割駒機構の地
板の中央付近には，駆動腕を支えるためと推定さ
れる10個の穴が確認でき13)，万年時計の設計段階
では，三宅正吉のような単独駆動腕方式の自動割
駒機構を想定していた可能性が窺える．
不定時法自動表示機構の製作は，天保五 (1834)

年在政銘の円グラフ式掛時計の自動伸縮指針機構
が最も古く，嘉永4 (1851) 年田中久重銘の万年時
計の歯車式自動割駒機構が最も新しい．一連の放
射型駆動腕方式の自動割駒機構は，順序から言え
ば両者の間に位置付けられるものである．これら
三つの不定時法自動表示機構における相互の関連
性については，万年時計の自動割駒機構の成り立
ちを示すだけでなく，技術の伝搬と展開の形態を
示すもので，今後の重要な研究課題となろう．
本稿を執筆するにあたり，大名時計博物館理事
内山孝夫氏から重要かつ貴重なコメントをいただ
いた．また，和時計研究者故戸田光良氏の長女柏
木孝子氏からは遺品の随筆原稿「和時計界の迷
路」を拝借した．併せてここに厚くお礼申し上げ
る．
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時」第22号，30頁．

13) 「江戸のモノづくり」研究班，2005．「万年時計復
元・復製プロジェクト」．24頁，図 3．中央地板の
中央付近に10個の意味不明の穴がある．
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